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研究成果の概要： 
研究代表者の松本は、台湾北部道士の儀礼特に普渡儀礼についての調査を進めるとともに、そ

の成果の上に立って宋代の普渡文献について研究を進め、普渡儀礼における孤魂概念の変遷や

普渡文献の基本的構成とその思想的背景、社会的受容について明らかにした。研究分担者の丸

山は、台湾南部道士が資格を得るための儀礼である奏職に際して用いる文検の地域的特色や、

煉度儀礼における生死論の道教的特色について、宋代の道教文献と対照しながら明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

２００８年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,800,000 840,000 3,640,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・中国哲学 
キーワード：道教 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)台湾の道教の伝統は大きく分けて、西は
新竹県から東は宜蘭県を結んだ線によって、
北部の伝統と南部の伝統に分かれる。北部の
道士は醮やその簡略版とでもいうべき礼斗
法会など大規模な儀礼を行うほか、普段は祭
解や補運などの解厄・改運を目的とした小呪
術や、孤魂の救済を目的とした普渡を行う。
南部の道士は醮や礼斗法会を行うことは共
通しているが、日常的な収入を得る手段とし
ては、葬儀の際に功徳と呼ばれる儀礼を行う
ことにあり、北部の道士が行うような小呪術
はあまり行わない。さらに彼らの行う醮の内
容はかなり異なる。研究代表者及び分担者は、
従来からそれぞれ台湾の北部、南部の道士の

行う醮や礼斗法会あるいは小呪術や功徳な
どの儀礼、および儀礼に使用する文検につい
て実態調査を行うとともに、道士の教えを受
けて儀礼内容や文検の構成を分析し、その歴
史的変遷をたどった成果などを発表してき
た。その過程で北部・南部ともに多くのテキ
ストを収集し、研究代表者・分担者ともにそ
れぞれ北部・南部の道士と信頼関係を築いて
いた。また台湾の道教研究者とは、様々な機
会に相互に道教の儀礼・歴史研究上の問題点
について議論を行うなど交流関係を築いて
きた。宋代の道教儀礼書ついては、現代台湾
の道教儀礼の考察にあたっては、常にそれら
を参照してきているほか、それぞれにそれら
についての研究を発表して来ている。そして
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何年かにわたり、宋代に成立した王契真『上
清霊宝大法』の読書会を続け、それらを通じ
て各儀礼の思想的背景についても、この時代
の道教儀礼書に見られる記述や解説を比較
することによって検討を行い、さらに宋代の
道教儀礼書相互の関係についての文献学的
研究も進めてきた。 
(2)従来の研究では、現代台湾の道教儀礼の
源流が宋代の儀礼書に見出せるものについ
て、既に指摘がなされているものもあるが、
宋代の儀礼書について相互の比較を行った
上で、その儀礼の論理構成や思想を明らかに
し、後の時代への展開を考察することは行わ
れていない。また宋代の儀礼書には、儀礼で
用いるおびただしい数の文書が収録されて
いるが、その現代への系譜をたどることも行
われてこなかった。呪術儀礼は道教を形作る
重要な要素であり、儀礼書の文献学的な研究
を踏まえた上で、実態調査と歴史的研究の両
者から研究を進めることが求められている。 
 
２．研究の目的 
(1)台湾北部と南部の道士の行う醮や礼斗法
会に見られる諸儀礼のうち、それぞれに特徴
的な儀礼を取り上げて、『道蔵』や『蔵外道
書』などに見える宋代以降の儀礼書からの発
展の系譜をたどり、それぞれの系譜を明らか
にするとともに、それらがどのような思想に
支えられ、どのような論理構造の下に現在見
られるような全体的な儀礼を形作っている
のか、さらにはそれらの儀礼が、各時代の
人々にどのような期待の下に、どのように受
容されてきたのかを明らかにすることを目
的とする。 
(2)そのためにはまず、現代台湾で見られる
醮や礼斗法会の諸儀礼のうち特徴的な儀礼
を取り上げて、科儀書と対応させながらその
構成を詳細に記述し、さらに道士に教えを受
けて個々の行為の意味や思想的な背景につ
いて解明することが求められる。また諸儀礼
において用いられる文検について、収集し解
読した上で、全体的な構成や地方ごとの違い
について明らかにする。 
(3)次に宋代の儀礼書について、相互の比較
を行って、そこに記された儀礼の全体的な論
理構成や、個々の行為の位置づけを明らかに
する。宋代の儀礼書は大部なものが多く、か
なりの種類が残されているが、特に現代台湾
の道士の儀礼のうち、本研究で取り上げた儀
礼と深い関係を有するものに対して注目し、
いくつかの儀礼書の記述を比較しながら、全
体的な構成原理や背景となる思想について
明らかにしていくことを目的とする。その上
で現在の儀礼への展開をたどることが求め
られる。儀礼に用いる文検については、現在
の台湾における地域ごとの差異を明らかに
した上で、宋代の儀礼書に見える諸文検との

比較によって、その歴史的な変遷をたどるこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)台湾北部の道教儀礼については、礼斗法
会に見られる早朝と普渡に注目する。これは
礼斗法会についてはすでに映像資料と、いく
つかの儀礼についての科儀書を手に入れて
いること、また普渡については、現在長期の
調査が可能なのは夏休みに限られ、その時期
が中元普渡が行われる時期と一致するため、
調査が比較的容易なためである。早朝につい
ては、科儀書の内容とその実際の儀礼におけ
る使用とを調査することによって、儀礼の意
味を探り、合せて道士への聞き取り調査によ
って、個々の儀礼の意味付けと思想的背景を
明らかにする。また早朝を構成する諸儀礼の
中でも、たとえば飛罡については、宋代の儀
礼書にその源流が指摘されているものがあ
るので、それらの儀礼については、特に宋代
の様々な儀礼書において、その記述にどのよ
うなヴァリエーションがあり、それらが現代
の儀礼にどのような系譜をたどってつなが
っているのかを解明する必要がある。普渡に
ついては、台湾各地で様々な民俗と結びつい
ていることもあり、台北市・基隆市地域の道
士の儀礼の調査を進めるとともに、一方で宋
代の道教・仏教の普渡について、個々の文献
における儀礼の構成を、呪文や使用する符な
どに注目しながら比較分析し、それと現在の
道士が行っている儀礼との比較を行う。さら
に宋代の文人たちの残した疏文や青詞によ
って、普渡儀礼がこの時代の人々にどのよう
に受け入れられ、捉えられていたかを分析す
る。 
(2)儀礼文検については、南部の道士が道長
に就任する伝度奏職儀礼において用いられ
る文書の模範例文集である奏職文検につい
て、台南・高雄地域のものを広く収集して、
比較検討し、その分析に際しては、宋代以降
の歴史的な奏職文検をも比較対照の範囲に
入れる。さらに台南地域の大規模な道教式葬
儀において行われる煉度儀礼に注目し、宋代
の霊宝系統の儀礼書と対照しながら、そこに
見られる道教独自の生死論について、その特
徴を論じる。 
 
４．研究成果 
(1)現在台湾においては、中元節に廟や市場
あるいは団地など様々な単位で普渡が行わ
れる。「中元節の成立について」では、はじ
めに台湾の中元節（台南市郊外）と日本のお
盆（成田市）の現状を実態調査の成果によっ
て紹介して、中国の中元節が祀り手のない霊
魂を意味する孤魂を対象とした普渡を行う
行事となっていることを述べる。次にこの普
渡の成立をたどり、六朝時代の盂蘭盆会が、



 

 

祖先の救済を目的とし、衆僧の供養を行う行
事として出発しており、これに対応する道教
の玄都大献経も同様の儀礼を説いているこ
と、そして不空の翻訳とされる仏教の施餓鬼
供養の経典『仏説救抜焰口餓鬼陀羅尼経』を
紹介し、ここに説かれているのは餓鬼への供
養であって、まだ孤魂一般を対象とする普渡
にはなっていないこと、しかし同じ不空訳と
される『瑜伽集要救阿難陀羅尼焰口軌儀経』
では孤魂一般の供養に近づいていることを
明らかにする。これによって基本的な仏教の
普渡儀礼が成立し、さらに宋代になると、は
っきりと施餓鬼から普渡に変化し、供養の対
象が拡大した水陸斎も盛んに行われるよう
になる。そして普渡は中元節に行われるばか
りでなく、道教・仏教の死者儀礼に重要な位
置を占めるようになる。そしてその後孤魂の
範囲が拡大し、明確になっていった状況を、
『瑜伽集要焰口施食儀』、『修設瑜伽集要施食
壇儀』などの仏教文献、『霊宝領教済度金書』、
金允中『上清霊宝大法』、『広成儀制水陸大斎
普召孤魂全集』などの道教文献にたどり、仏
教・道教の文献が互いに影響しあって普渡儀
礼を発達させてきた状況を明らかにした。
「中元節的産生與普度的變遷」は、この論文
の成果の上に、さらに中元節に死者が地獄か
ら解放されて現世に戻ってくるという、日本
のお盆と共通した信仰の、中国各地における
分布の状況を論じた部分や、仏教の普渡文献
の構成を比較考察した部分などを加えて、中
国語論文としたものである。 
(2)「宋元時代的普渡文献」では、現在の台
湾北部道士の行う普渡儀礼の構成を踏まえ、
宋代から元代にかけて成立した『無上黄籙大
斎立成儀』巻 29‐巻 31、金允中『上清霊宝
大法』巻 38「施食普度品」、『霊宝領教済度金
書』巻 60‐巻 62「玄都大献玉山浄供儀」の
三つの儀礼書に見える普渡儀礼の構成につ
いて、召魂・治療疾病・沐浴・施食・施食後
的説教の各段階に分けて比較し、それぞれの
儀礼書の特色などを論じた。三つの儀礼書に
見える普渡儀礼は、その構造の上から見れば
大差はないが、細部ではかなりの違いがみら
れ、使用される符や呪文も大体は共通に使用
されているが、使われる順序はそれぞれ異な
っていることが指摘できる。 
(3)「宋元時代的道教普渡和其作用」では、『霊
宝玉鑑』巻 33‐巻 36 および『道法会元』巻
203‐巻 206 に記された普渡についての一連
の儀礼書を取り上げ、前論と同様にいくつか
の段階に分けてその特色を考察した。『霊宝
玉鑑』に記されたものは、前論で取り上げた
三つの儀礼書より儀礼の実際の順序が把握
しづらいものになっているが、構造は三つの
ものと大差ない。使われている符や呪文は
『霊宝領教済度金書』と多く共通する。特色
としては、仏教の普渡の影響が顕著であり、

また現在台湾北部の道士が使用するものと
同様の呪文が見られることがあげられる。
『道法会元』のものは、やはり構造的には似
通っているが、かなり簡略になっており、呪
文に関しては他に見られない特徴的なもの
が多くみられる。この論文の後半では、南宋
中期に活躍した楼鑰が、仏教・道教の儀式の
ために記した青詞・疏文から、この時代の人
たちが、これらの普渡儀礼に何を求め、普渡
儀礼をどのように捉えていたかを探った。そ
の結果、死者の供養のために行われる儀礼に
おいては、特に普渡儀礼ではなくとも、孤魂
の供養という普渡の考え方が多く見出せ、死
者の供養以外の目的で行われる儀式におい
ても、普渡の意図が含まれていることがあり、
普渡自体が様々な目的のために行われてい
たことなどを指摘した。しかし発表後の議論
などにおいて、これらの儀礼書を同じレベル
で取り上げることについて疑問が出て議論
が行われ、今後はこれらの儀礼書の性格と相
互関係について研究を進めることが課題と
して残された。 
(4)「台湾北部紅頭道士の礼斗法会（１）：早
朝」は、2002 年の 4月に淡水鎮の廟で行われ
た礼斗法会のうち、早朝儀礼について儀礼の
内容と唱えられるテキストについて紹介し、
全体の構成と個々の儀礼の意味について考
察したものであり、儀式の際に撮影したビデ
オに基づいて、儀礼の意味や背景の思想につ
いて李游坤道長に何回か聞き取り調査を行
い、あるいは宋代の道蔵文献にその源流をた
どった成果を示したものである。儀礼は(1)
啓師 (2)啓闕(3)入戸(4)発炉(5)請神(6)進
表(7)転経(8)懺謝(9)復炉(10)放簾(11)出戸
という順序で行われるが、入戸では三界を表
わす外壇から、中壇、内壇へと昇っていくこ
とが示され、また進表では星座のステップを
踏みながら道士自身が天界へ祈願文をもた
らす飛罡という儀礼が行われる。日本では南
部道士の儀礼は紹介されているが、北部道士
の儀礼は詳しくは紹介されていないので、そ
の点は価値をもつが、飛罡など宋代に源流を
もつ儀礼の、宋代からの系譜をたどる部分は、
考察が不十分であったことが次の課題とし
て残されている。（以上松本担当分） 
(5)「道教伝度奏職儀式比較研究：以台湾南
部的奏職文検為中心」では、道教の道士が道
長に就任する伝度奏職の儀礼において使わ
れる文書の模範文例集である奏職文検の内
容を分析することを通じて、台湾の台南と高
雄の道教の特徴を比較検討し、その異同の含
み持つ意義について考察を加えた。この分析
に際しては、南宋や元・明の歴史的な奏職文
検、および現代福建の民間の奏職文献なども
比較対照の範囲に含めるようにした。奏職儀
礼では、文検に従って作成された文書が神々
に発出されて、新たに道長となる道士と様々



 

 

な神々との間に盟約関係が結ばれるが、時代
や地域ごとに、継承している伝統によって、
文書の内容や数量が異なり、時代や地域の儀
礼伝統の比較研究にとり非常に有用な史料
であることを指摘し、特に台南の道教は霊宝
法の伝統を多く受け継ぎ、高雄ではその他に
三元閭山法など地方的な伝統を顕著に継承
していることを明らかにした。 
(6)「霊宝法煉度科儀敷座法言之生死論：以
台南道教『無上煉度宗旨科』為中心」では、 
台南の大規模な道教式葬儀において行われ
る煉度の儀礼の中に、死者に対して道教独自
の深い内容の生死の議論を聞かせる部分が
あるのに注目し、関係する以下のような問題
点を整理し、宋代の霊宝法の道教儀礼文献の
相関する部分も援用しながら考察を加えた。
まず煉度儀礼全体の中でこの生死論が占め
る位置を示し、また台湾の台南のみでなく新
竹や高雄の同じ系統の儀礼文献との異同も
論究した。次に台南の生死論のテキストの分
析を行い、この議論が依拠した典拠、頻用す
る語彙、全体的な議論の構造、道教独自の生
死論の特徴について考察を加え、この生死論
の意義を論じた。道教は儒教・仏教に比して、
道教は生死について深く論じているが、その
際には六朝の霊宝系経典あるいは宋代の煉
度理論の枠組みが使われていることを解明
した。そして今後は宋代の儀礼文献における
生死論がどのような内容なのかを、さらに詳
しく検討する必要がある。（以上丸山担当分） 
(7)道士の儀礼の調査については、松本は平
成 19 年 8 月および 20年 8 月に、台北市・基
隆市において李游坤道長の普渡を中心とす
る儀礼を調査し、また儀礼についての教えを
受け、20 年の調査では実際に儀礼に参加し体
験した。そして中央研究院民族学研究所・文
哲研究所図書館において関連文献を収集し
た。また丸山は同じく 20 年 7 月に杜永昌道
長の所有する奏職文検とその使用法につい
て、あるいは『度人経』の使用法や理解の仕
方などに関する調査を行い、成功大学や台南
大学図書館において関連文献を収集した。ま
た 19 年の 8 月の調査の際に、台湾の研究者
に日本で行っている王契真『上清霊宝大法』
の読書会の進め方について紹介するよう求
められ、19 年 12 月には台湾師範大学におい
て、松本・丸山が、台湾の道教研究者十数人
に読書会の成果と内容について紹介すると
ともに、宋代の道教儀礼書と現代台湾の道教
儀礼研究をどのように進めるかについて議
論を行い、さらに中央研究院文哲研究所にお
いて、松本・丸山が現在の研究について発表
した。20 年 5月に香港・中文大学で開催され
た「中國地方社会儀式比較研究国際學術研討
會」では、松本・丸山とも論文を提出し報告
を行ったが、その内容は文哲研究所における
発表に基づいており、その際に出席していた

台湾の研究者との討論が反映されている。ま
た 20 年 12 月に台北・政治大学で開催された
「道教經典與儀式國際學術研討會」において
も、松本・丸山ともに論文を提出し報告を行
った。 
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